
就任のご挨拶

国連大学高等研究所
いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット

（UNU-IAS OUIK）

所長　竹本和彦

この度、本年 4月より、いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット（OUIK）の所

長として就任いたしましたので、ここに改めてご挨拶申し上げます。

OUIK は、国連大学の活動において、特に地域に根差した視点から国際的な研究活動

に貢献することを目指して、2008 年に設立した機関であり、これまで、里山・里海研究

の分野では、七尾湾における持続可能な利活用に関する事例研究を行い、また、都市

と生物多様性に関する研究では、地域の自然と文化とのつながりに着目し、これらの研

究成果を国際社会に発信してきました。

OUIK は、下記に示すとおり、現在二つの活動目的を掲げています。これらの目的を

達成するため、国際機関と連携を図るとともに、金沢大学を始めとする地元の学術・研

究機関と協働して研究を充実させ、その成果を国際社会に発信していきます。具体的に

は、里山・里海にかかる生物多様性の保全と持続可能な利用に向けた研究活動を発展さ

せるほか、持続可能な農林水産業の分野においては、昨年、能登地域が世界農業遺産

（GIAHS）に認定されたことを受け、より一層地元の知見を踏まえた取組みを充実させて

いきたいと考えています。また、生物多様性条約第10 回締約国会議（CBD/COP 10）で

重要性が認識された都市と生物多様性の分野においても研究を深め、金沢の事例を国

際的に発信していく所存です。

このように、これまでの活動実績を踏まえるとともに、地元石川・金沢の皆様、並び

に研究・行政機関の皆様と協力し、活動の一層の推進に努めて参りますので、どうぞ宜

しくお願いいたします。

また、本年10月にインドで開催されるCBD/COP11に向けて、石川・金沢で培われた

研究成果を発信し、国際社会に貢献するとともに、国際動向に関する最新情報を共有

しながら、関係者とのネットワークを構築していきたいと考えています。今後も様々な局

面で皆様にご協力を仰ぐことがあると思いますので、重ねて宜しくお願い申し上げます。
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OUIK の活動目的

●　持続可能な開発に向け、地域のパートナーと協働しつつ、国際社会が取り組む研究活動に対し、地域レベルの

視点から貢献していく
●　持続可能な社会づくりを目指し、普及啓発・人材育成活動を通じ、地域の多様な関係者との対話を進め、ネット

ワークを構築していく



発行：2012 年 7月 1日
国連大学高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット（UNU-IAS OUIK）
〒 920-0962　石川県金沢市広坂 2－ 1－ 1　石川県政記念しいのき迎賓館 3階

Tel：076-224-2266
Fax：076-224-2271

E-mail：unu-iasouik@ias.unu.edu
http://www.ias.unu.edu

生物多様性条約第 11回締約国会議（CBD/COP 11）概要

2012 年 10月 8日（月）から2週間、インドのハイデラバードで CBD/COP 11が
開催されます。
会議では主に以下の議題について議論が交わされます。

(1) 愛知目標達成に向けた生物多様性戦略計画 2011-2020 の実施状況
(2) 名古屋議定書の発効に向けた進捗状況
(3) 資金動員戦略について
(4) 国連生物多様性10 年の実施状況

日本は、CBD/COP 10（於：愛知・名古屋）の議長国として参加しますが、議長国を
インドに引継いだ後も、締約国会議の一員として会議の進行に貢献していきます。

また、CBD/COP 10 において発足し、国連大学高等研究所に事務局を置くSATOYAMAイニシアティブ国際パー
トナーシップ（IPSI）は、CBD/COP 11に合わせ第 3回定例会合（IPSI-3）を開催します。この会合では、日本の
里山のように、古くから持続的な利用及び管理が行われてきた二次的自然環境の維持や再構築を促進するため、
世界各地のメンバーが集まり、戦略を策定します。IPSI のメンバーである石川県、並びに金沢大学にも、IPSI-3 へ
の積極的な参加が期待されています。

＊IPSI の詳細については、http://satoyama-initiative.org  をご参照ください。
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